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第
一
回
情
報
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
十
二
月
六
日
、
講
堂

な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
学
生
、

教
員
、
企
業
の
代
表
ら
が
研
究

報
告
や
パ
ネ
ル
討
論
で
、
情
報

デ
ザ
イ
ン
分
野
の
将
来
像
を
探

り
ま
し
た
。 

 

学
生
の
研
究
報
告
＝
写
真
＝

で
は
、
本
学
美
術
文
化
学
部
四

年
の
谷
村
圭
介
君
が
「
フ
ラ
ク

タ
ル
図
形
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
」
を
テ
ー

マ
に
二
十
分
に
わ
た
っ
て
話

し
、
学
内
外
の
学
生
、
教
員
ら

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

 

カ
ラ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
学
外
授
業 

 

短
期
大
学
の
生
活
デ
ザ
イ
ン

専
攻
カ
ラ
ー
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ

ー
ス
の
学
生
は
十
一
月
二
十
八

日
、
初
め
て
出
品
し
た
第
三
十

回
石
川
県
デ
ザ
イ
ン
展
の
会
場

を
訪
れ
ま
し
た
。
山
岸
政
雄
教

授
か
ら
、
出
品
作
に
つ
い
て
評

価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
他
の

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
生
の

作
品
を
見
て
回
り
ま
し
た
。 

 

学
内
外
の
講
師
が
丁
寧
に
指
導 

 

金
沢
東
高
校
の
平
成
十
六
年
度

入
学
生
募
集
に
向
け
た
学
校
説
明

会
は
十
一
月
二
十
九
日
、
金
沢
市

観
光
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
金

沢
市
内
を
中
心
に
中
学
三
年
生
と

保
護
者
計
約
八
十
人
が
訪
れ
、
教

育
方
針
に
理
解
を
深
め
、
入
学
試

験
な
ど
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。 

面接官の講師から真剣な表情で指導を受ける短大学生＝４号館 

 

 

緊張しました 模擬面接 短
大
１
年 

就
職
活
動
開
始
へ
準
備 

金沢東高校の紹介に聞き入る生

徒と保護者＝金沢市観光会館 

 

可
能
性
を
見
極
め
育
て
る 

東
高
校
の
学
校
説
明
会
に
親
子
80
人

 
 

青
山
克
彌
校
長
が
「
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
見
極

め
、個
性
を
大
切
に
育
て
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
蓮
覚
寺
祐
二

副
校
長
が
進
学
総
合
、
進
学
特

別
、
ス
ポ
ー
ツ
・
特
技
、
美
術

文
化
の
四
コ
ー
ス
に
つ
い
て
特

色
を
説
明
し
ま
し
た
。 

金
沢
学
院
短
期
大
学
就
職
委
員
会
と
学
校
法
人
金
沢
学
院
大

学
就
職
指
導
部
は
十
二
月
九
日
、
大
掛
か
り
な
就
職
摸
擬
面
接

を
実
施
し
ま
し
た
。
一
年
生
の
九
割
以
上
に
あ
た
る
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
緊
張
し
た
面
持
ち
の
学
生
た
ち

は
、
企
業
の
人
事
担
当
者
ら
学
内
外
の
講
師
か
ら
丁
寧
な
指
導

を
受
け
、
就
職
活
動
で
重
要
な
か
ぎ
と
な
る
面
接
の
心
構
え
を

学
び
ま
し
た
。 

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
将
来
は 

美
術
文
化
学
部 

公
開
講
座
で
シ
ン
ポ

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
催
の 

 

 

学
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
併
せ
て
就
職
機
会
を

促
進
す
る
狙
い
で
催
さ
れ
ま
し

た
。
油
屋
透
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ

テ
ル
東
急
総
務
支
配
人
、
米
林

浩
司
北
國
銀
行
人
事
課
長
代

理
、
小
坂
公
省
メ
フ
ォ
ス
金
沢

事
業
部
課
長
、
中
田
健
治
大
和

香
林
坊
店
人
事
部
長
、
森
下
光

伸
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
石
川
総
務
担

当
、
島
崎
外
志
夫
本
学
法
人
部

長
が
面
接
官
を
務
め
ま
し
た
。 

 

学
生
た
ち
は
、
五
、
六
人
の

グ
ル
ー
プ
で
入
室
し
、
志
望
動 

 

３
講
師
が
熱
弁 

経
営
情
報
学
部
特
別
講
義

 

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学

部
の
特
別
講
義
は
十
二
月
九

日
、
十
一
月
二
十
日
、
十
月
二

十
四
日
の
三
回
行
わ
れ
、
富
士

通
政
策
推
進
本
部
の
堀
越
知
一

統
括
部
長
＝
写
真
上
＝
が
「
Ｉ

Ｔ
活
用
の
新
し
い
波
」
、
金
沢
エ

ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
の
油
屋
透

総
務
支
配
人
が
「
顧
客
満
足
度

向
上
の
た
め
に
」
、石
川
ト
ヨ
タ 

の
笹
島
忠
夫
総
務
部
長
＝
写
真 

 

下
＝
が
「
人
と
人 

コ
ミ
ュ 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
」

と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
弁

を
振
る
い
ま
し
た
。 

 

堀
越
氏
は
、
時
間
と
場
所
の

制
約
を
超
え
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
、
誰
と
で
も
情
報
交
換
で

き
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
情
報
社
会
に

つ
い
て
解
説
し
、「
こ
れ
か
ら
は

一
人
一
人
の
生
活
実
感
や
ア
イ

デ
ア
が
次
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
す
時
代
で
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。 

 

油
屋
氏
＝
写
真
左
＝
は
、
笑

顔
、
あ
い
さ
つ
、
接
客
態
度
、

整
理
整
頓
、身
だ
し
な
み
な
ど
、

ホ
テ
ル
マ
ン
の
行
動
基
準
を
紹

介
し
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
を
説
き
ま
し
た
。 

 

機
や
希
望
す
る
職
種
、
自
分
の

長
所
な
ど
の
質
問
に
答
え
ま
し

た
。
面
接
官
は
、
好
感
を
持
た

れ
る
話
し
方
や
、
自
分
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
答
え
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 


